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四万十市の最高気温が全国ニュースで流れる季節となりました。いよいよ夏休みがスタートします！ 

水分・塩分補給、休息に気を付けながら、長いお休みを子供達が元気に過ごせるよう、支援員一同頑張ります     

 

 

夏休みの開設時間 

 

早預かり 8：00 ～ 9：00（該当家庭のみ） 

基本 9：00 ～17：00 

居残り 17：00～18：00（該当家庭のみ） 

※早預かり・居残りは該当家庭のみ利用出来ます。決定通知書で確認をお願いします。 

※8：00より早くは開いておりません。お仕事の都合で 8：00より前に登所する場合は、どんぐり学級入り口付近

の涼しい場所で待つよう、声掛けをお願いします。（怪我・事故・熱中症予防の為） 

※利用する場合は必ず、9：30までに登所してください。 

※通院などで 9：30までに登所出来ない場合、また欠席の場合は必ず tetoru（テトル）でお知らせください。 

※台風や大雨等で急遽閉所する場合は、tetoru（テトル）でお知らせしますので、天候が不安定な場合は、tetoru

（テトル）の確認をお願いします。 

※午後からのみ利用・帰宅した後、再度利用は出来ませんので、ご理解の程、よろしくお願いします。 

 

持参物について 

 

お弁当 水筒 汗拭きタオル 着替え 

※上記４点は、必ず持たせてください。 

※クーラーが苦手なお子さんの場合は、タオルケットや、上着などの準備をお願いします。 

 

宿題について 

 

宿題をする時間帯 登所から 10：00までの間 

※１日にする宿題の量をお子さんと話し合って、決めておいてください。毎年「何をどれだけしたら良いか分からな

い」と困ってしまうお子さんがいます。全学年の宿題量を支援員は把握する事が出来ませんので、特に低学年のお子

さんは必ず１日にする宿題の量を決めておいてください。 

※宿題をする時間帯を朝に設定しているのは、涼しいうちに済ませ、残りの時間はおもいっきり遊ぶ為です。午後に

なると疲れも出て、宿題に気持ちがなかなか切り替わりませんし、宿題を済ませた児童の遊びに気を取られ、集中出

来ませんので、決められた時間に宿題を済ませるよう、ご家庭からも声掛けをお願いします。 

※支援員から宿題をするよう声掛けをしていますが、やらないお子さんもいますので、進み具合をご家庭で必ずチェ

ックしてください。 

 



おもちゃについて 

持参したおもちゃ等の破損・紛失・トラブルにつきましては、どんぐり学級では責任を負いかねますので、 

あらかじめ、ご了承ください 

※剣や銃等のおもちゃ、腕時計やゲーム機等の高価な物は持ち込まないでください。 

※自分で管理出来る量だけ、持って来る様にしてください。自分のカゴに入りきらない量のおもちゃを持ってくるお

子さんがいます。自分で片付ける事が出来ず、床に放置される事によって破損、紛失の原因になります。お子さんの

持ち物チェックを必ずお願いします。 

 

予定・お盆休みについて 

７月２９日（水） 夏休み森林・木工教室 13：00～15：00  

８月 ８日（土） 土曜開設（該当家庭のみ利用可） 

８月１０日（月）～８月１５日（土） お盆休み 

８月１８日（火） アイスパーティー 午後 

※その他、缶バッチ作り、避難訓練を予定しています。 

 

体調について 

※感染症等拡大防止の観点から、具合が悪いのに無理に登所させる事はお控えください。 

※利用中に発熱や具合が悪くなった場合は連絡しますので、お迎えの方をお願いします。 

 

夏休みのバイト紹介 

りょうすけさん （東中筋小卒・大学２年生） どんぐり学級は２年目です 

あおいさん   （東中筋小卒・大学２年生） どんぐり学級は５年目です 

 

最後に．．． 

とても暑い中、最長１０時間過ごす事になる子供達．．． 

集団生活なので、自分の思い通りにならず、ストレスからトラブルも多くなります   

まずは子供達で解決する力を付けてもらいたいので、そっと見守り、難しいようであれば、支援員が間に入り、解決

出来るよう話し合う様にしています。「自分の気持ちを自分で伝える・お友達の話をきちんと聞く」を意識しながら、

長い夏休みを過ごしていこうと思います。 

放課後児童クラブ入所のしおり（３の（９）参照）の観点と、子供達のリフレッシュも兼ねて、平日お仕事がお休みの時

は、家庭での保育又は、早いお迎えをお願いします。 

長いお休みを安全に、楽しく過ごせるように、放課後児童クラブのルールを守るよう、ご家庭からの声掛け・ご協力

をお願いします。 

 

 

ご不明な点がありましたら、支援員まで声を掛けてください。 

どんぐり学級 


